









ど」というルポルタージュでは 西口交番・Ｓ巡査の目で池袋の夜と昼が追尾される。栄養失調の赤ん坊 抱きがらガード下に寝泊まりする女。 「アタイの体はアタイで自由にするのだ」と啖呵をきる一五歳の娼婦。スリ、万引、かっぱらいが横行する雑踏 交番でオイオイ泣きだす酔っ払いの中年紳
士……といった具合である。　
同様に 「夜咲く一ばん星」 （Ｒ） では、









井伏鱒二などを株主とする映画館「人世坐」 、 「文芸坐」を経営し、のちにサンカ作家として名を馳せる三角寛も「キジやたぬきの頃」というエッセイを寄せ、 「池袋が東京の繁華街に る。この予想を私は四半世紀以前から立てていた。それには根津山の開放が条件
であった。根津山は大正十五年の春から、私が約十年も歩き回った一種の別世界であった。杉や桧木や雑木で山は暗く、中 も武蔵野名物の数丈に達した棒が三百本以上も生い繁って見事であっ 。キジもいたし山鳥もいたし、狸もいた。／この山が池袋駅の東口一帯を大部分占めていたので、池袋とえば西口に限られていた」と記 ている。 「ぶくろよ とこ」と題する無署名コラムでは、


















































らのご常連だが、カストリが姿を消してからちょっと現われない。たゞ新田潤先生だけがよく てブクロ魅力を満喫なさる。こゝのふんい気を慕ってくる人は活動屋さん 方が多く、代表者は西口に現われる、佐野周二さん。母校立教に寄 と必ずマーケット 徘徊、 唄を歌って 『周二』の揮毫を飲み屋に残して行く。藤田進さんは深酒をせず、おとなしく帰って行く。反対なのは、千秋実さん、酔うほどに議論 闘わし 赤くなった顔をさらに赤くして喋りまくる。一度池袋見学に訪ずれた木村荘八先生は、さる飲み屋 飛びこんだまではよかったが 江戸前マダムになんとな タンカを切られ『池袋はコリゴリ』と退散した。
　といった調子で、池袋に集う著名人たちの姿が活写されている。　
ルポルタージュにせよ詩やエッセイ

























士仲間や画家が雑居している。僕の家は戦災で焼けずただ一軒焼野原の中に残った。こゝに住んでから、十五、六年になるが、戦時中、町会や隣組で働いた関係柄か 特に親しみ深い土地だ。／僕の家の前にある立教大学付近は もとは実に閑静な処だったが、 戦後の復興の波 乗って、商家や飲み屋などが、ぐん
く
のし






二回仲間の会合で、二業地の料亭大江戸に行くくらい ほかでは まない。だから池袋繁華街の空気は知らない。銀座の帰りに駅前の三原堂でお菓子を食べる すぎない。コラムの冒頭、戦時中 苦難を思い
起こした乱歩は、文士仲間や画家たちとの交友をふまえながら「特に親しみ深い土地だ」と記す。だ 、戦後の復興とともに賑わいはじめた池袋については、苦々しさを込めて「住みにくい処となった」と漏らす。そして、敢えて偏屈さを気取るかのように、このコラムに「わが町を知らず」というタイトルをつける。
戦後も池袋を立ち去ろうとせず、こ
















イジェスト」なるコーナーもあり、貧乏庵（蕎麦・区役所前） 、 歌舞伎ソバ（映画館前の小路） 、小山コーヒー店（西武鉄道池袋駅前） 、フジ屋（飲み屋・駅前マーケット） 、松露（甘味・駅前） 、大野フトン店（西口バス通り） 、おも
だか（飲み屋） 、いろは寿司（西口バス通り）が紹介されて る。






けの人々が知っているだろうか。テレビドラマの時代劇「桃太郎侍」の原作者だと説明すれば合点がいく人々も多少はいるだろうが、おそらく文学を研究している者でもそ 著作を読んだことがないのはもちろん、名前すら聞たこ が実情だろう。 しかし、もしかしたら読書行為を娯楽として享受している一般読者 中で、特に時代小説を好んで読んでいる人々の中には、著作を読んだ とや名前を聞いた人がいるかも れない。
実際、山手は四〇〇以上の著作を発
表し、多くの一般読者に愛読され、毎
日新聞社刊の 『読書世論調査』 内の 「あなたの好む著者、執筆者は誰ですか」や「好きな著者とその作品」というランキングに、昭和二七（一九五二）年度から昭和四二（一九六 ）年度にかけて自身とその著作が度々名を連ねている。昭和三四（一九五九）年度に至っては、全体の八位にその名前がランクインしている。また二〇一三年六月現在までに六一の著作が映画化され昭和九（一九三四）年一月 一日から公開された「武道大鑑」 （原作が『一年余日』 、伊丹万作監督、日活）は、同年の日本映画部門の興業成績第四位にランクインしている。さらに 四度の舞台化、一〇度のラジオドラマ化、
「新・山手樹一郎著作年譜」　　　　　　　　　
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